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 当社では人材育成マスタープランを定めて人財育成に取り組んでいる．技術系職員は，入社 5 年目～10 年

目の間に土工，橋梁，トンネル，舗装，環境，交通，道路計画の 7分野について「専門技術研修」として，全

分野の専門技術を習得するべく研修を実施することとしている．コロナ禍の 2020 年度以前は，研修センタ―

へ集合して実施していた研修の一部を，2020 年度はオンラインで実施する事とした．本稿は，オンライン研

修を実施する側で検討した内容や受講生のアンケート結果を取りまとめ今後の改善に向けて考察するもので

ある． 

 

１．はじめに  

 当社の技術系職員は，業務スキルと一定の技術力の両方をバランスよく有する事が求められる．業務スキル

（図面判読や社内手続き等）は各組織単位での勉強会や OJT を基本に習得している．一方，技術研修は技術

社員として業務を進めるために，根本となる技術的な知識を備えさせることが目的で，どこの企業でも目的は

同様と思われる．当社では，土工・橋梁などのハード面や，交通・環境といったソフト的な内容を 7つの専門

分野に分けている．講師は各分野の専門性に精通した社員の他，外部有識者（大学教授等）に依頼し，基本的

な内容や演習の他，時事の技術的話題・課題に関する講義を行っている．コロナ禍に直面して従前の集合によ

る方法での実施は困難なため，オンラインによる方法にシフトし，あわせて従前の方法でのメリット，デメリ

ットをこれまでの受講者のアンケート結果などをもとに整理して見直し，新たな研修計画を策定して試行し，

そのアンケート結果等を取りまとめて，今後に向けた取組みについて考察した． 

 

２．従前の集合研修 の整理 

 平成初期までは教科書的なテキスト用い，学校の授業のようなスタイルで座学の講義が行われてきたが，パ

ワーポイント（PPT)の普及により，図や写真，動画などを活用し，要点を絞った教材が用いられるようになっ

た．一方，こうした教材は受講者に配布して読んでもらうことだけでは理解はしにくく，質疑応答を含めた講

師による説明などが不可欠であることを再認識した． 

PPTを用いた講義において，内容は要点を絞ってはいるものの時間配分等は講師に委ねられているため，要

点を更に絞って説明したり，時間が足りない，という事がしばしば生じていた．また，学校の授業スタイルの

ため受講生側は受け身のため，睡魔や聞き漏らしは否めない．また，集合研修は遠方からの移動時間や研修場

所の時期，収容人員の制約がある他，受講生の立場からすると，業務に関連する分野を受講したい場合，それ

が選択できる仕組みではなかったため，研修を強いられるという意識につながっていると思慮される． 

一方，集合研修では現場研修をカリキュラムに入れており，実際のものをつくる現場を「観る」，「視る」機

会は好評であり，また依頼した外部などの講師を交えた討議，研修期間中の懇親会も含めた人的交流も集合研

修のメリットと評価できる． 
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３．集合によらない研修方法（オンライン） 

単純な方法としては講師による講義のオンライン化で，実施する側

からすると短期で対応できるが，構想時点ではオンラインの習慣がな

く，講師他関係者の間の連携や接続トラブル等の懸念があった．このた

め，講師によるビデオ（動画）制作及びその配信を検討したが，ビデオ

制作時の講師側の負担と，時事話題等を今後も変更するなど，制作後の

継続性の課題を考慮し，最終的には PPT にコンピューター上のキャラ

クタ（アバター）の音声付加させる動画的なものを講義資料（図―１）

とすることとした．またロールプレイング的に演習を重ねてゆく資料

を作成し，これらの資料を 1～2か月程度の期間中にテレワーク時など

も活用し，各個人の事情により学習できる e ラーニングシステムで運用し，確認テストを課して自習する方

法とした．自習期間終了後，分野毎に半日程度のオンラインによる研修日を設け，確認テストの正答率が良く

ない箇所の解説や追加・補足説明の他，直接講師が語り掛けた方が良いと思われる内容について講義した． 

 

４．集合によらない交流 

 集合研修のメリットである人的交流に対しては，指定する期間中

に 3 人を 1 グループとして，テーマを設定して各受講生の都合のつ

く日時にオンラインによるミニ討議を実施してもらった．またその

結果を前述のオンライン研修日にグループごとに発表し，受講者 20
人前後で共有・討議してもらった（写真―1）．なお，討議の主目的

は受講生や講師との交流とし，難しい課題は設定せずに失敗談や相

談事，または愚痴に近い内容について討議してもらった．オンラインによる「ぎこちなさ」はあるものの，集

合研修時と同様もしくはより自由な討議ができ，また現地課題の抽出や今後会社として技術開発等を行うテ

ーマが把握できるよい機会でもあった． 

 

５．アンケート結果からみる若手技術者のトレンド  

多忙な若手中堅技術者を中心とした受講者からは総じて，移動を伴

わない集合研修（オンライン研修）を評価することをアンケートより

得た．またアバター動画は３倍速までの早送り視聴機能があったが，

受講生にはあえて紹介しなかった．これに対し受講生がこの機能を使

用したか問うたところ，４割弱がこの機能を活用しており（図―２），

研修内容をしゅん別して効率的に学習していたと推察する．一方，討

議や演習は，集合研修で実施してほしい旨のアンケート結果であった． 

 

６．まとめ 

 オンライン研修のために作成した資料はアーカイブ化し，研修対象社員以外も含め社内掲示版でいつでも

参照できるようにした．またオンラインでも討議の活性化の工夫をすることで，中堅以上の講師陣や若手技術

者の交流や情報交換の場としての有効性が確認でき，さらに座学的なものも eラーニングで事前に自習し確認

テスト等を行うことは，受講生が受け身とならない方法として有効と思われる． 

オンライン化はコロナ禍がきっかけではあったが，アフターコロナにおいても有効なものは継続する他，研

修は人材育成の観点に加え，社内の情報収集・交換や人的交流の場でもあり，あらゆるキッカケとして活用す

る良いツールであると考える． 

 

図―１ アバターによる講義資料 

 

写真―１ オンライン討議 

 

図―２ 動画の早送り機能使用状況 
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